
令和 5 年 6 月 

学校関係者評価報告書 

学校法人 名古屋大原学園 

大原簿記情報医療専門学校岐阜校 

学校関係者評価委員会 

 

 

令和５年３月に実施した自己点検・自己評価の結果をもとに、学校関係者評価を実施しました。 

「１．教育理念・目標」以下１０項目にわたり、学内で評価された問題点とその改善のための方策並び

に両者に関する関係者からの評価と助言を掲載します。 

 

１．教育理念・目標 

【課題】 

教育理念・目標については、「適切」「ほぼ適切」との評価となり、特に課題はない。 

「④学校の理念・目的・育成人材・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか」につ

いては、特に保護者等に向けた周知の機会を増やすことが必要であるとの指摘であるが、オープンキ

ャンパスや個別相談において、学生・保護者等に対し周知されているため、特に課題はない。 

 

【今後の改善方策】 

「④学校の理念・目的・育成人材・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか」は、

入学前の説明会、個別相談や入学式などにおいて、情報共有の機会を増やすことで学生及び保護者等

への周知を図る。 

なお、保護者向けの LINE の登録については、案内文書を入学式及びガイダンスにて配布し、登録

に向けた告知を行っていく。また、LINE における定期的な配信などにより今後も周知徹底に努める。 

 

【関係者評価】 

教育理念・目標については、職員の朝礼や研修等の機会でその都度周知されており評価する。 

また、一昨年度より活用している保護者等に向けた LINE については、学校情報や保護者からの相談

対応等にてうまく利用活用して欲しい。 

 さらには、学校レベルのアカウントとして、学校情報提供の場を設けることを検討してほしい。 

 

 

２．学校運営 

【課題】 

学校運営については、昨年度と同様「適切」「ほぼ適切」の評価であるが、一部項目での評価を下げ

た。 

「⑧情報システム化等による業務の効率化が図られているか」については、様々な情報システムの導



入により業務の効率化は図られているが、そのシステムを活用する職員のレベル差が課題であるとの

指摘があった。 

 

【今後の改善方策】 

教職員のレベル差については、今後も研修等にてスキルアップに取り組む。 

また、IT スキルについては、各個人にレベル差があるため、まずは個別に取組内容を決定し、研修

部へ報告のうえ状況によりアドバイスを実践していく。 

 

【関係者評価】 

オンライン教育・教材デジタル化における教務スタイルの転換やＤＸ化による業務の効率化などに

ついて検討し、より高いレベルの教育を目指してもらいたい。 

また、新設学科の「情報処理科」について、情報技術を学ぶにあたり設備等含めた学習環境を整え

てもらいたい。 

 

 

３．教育活動 

【課題】 

教育活動については、「適切」「ほぼ適切」との評価であるが、一部に［やや不適切」との指摘があ

るある。 

「⑪人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保」、「⑫関連分野にお

ける業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行われて

いるか」については、知識（実践力）を備えた人材の確保を希望する意見があり、外部講師等を含め

た人材確保を行う必要がある。 

 

【今後の改善方策】 

新規学科や担当者が不足する学科もあり採用等に向けて対応をしていくが、知識（実践力）を備え

た人材については確保等に難しさがあるため、各教職員には様々な研修等にて担当業務能力の拡大を

図り、配置転換や名古屋校の協力を得ながら対応もしていく。 

また、学科によっては、現場（実務家）情報の授業も必要であり、実務担当者（社会人の方）に授

業を担当いただき、学生が職業に対する知識を修得できる機会を持てるように業界関係者への協力依

頼等を行う。 

 

【関係者評価】 

専門家（実務家）の授業に関しては、学生にとっては世の中のことの理解や将来の職業イメージが

しやすいと考えられるため、是非増やしていただきたいので、企業との連携のうえ上手く活用して欲

しい。企業側も担当する社員のスキルアップにつながるため、積極的に引き受けるべきである。 

 

 



４．学修成果 

【課題】 

学習成果については、「適切」「ほぼ適切」となっているが、一部に「やや不適切」の評価がある。 

「①就職の向上が図られているか」については、学生の努力及び教職員の指導の成果により、就職内

定率は 100％となっている。 

「③退学率の低減が図られているか」については、退学者が例年より増加した。体調不良による継続

困難など理由は様々であるが、学生状況の把握等をしっかり行い退学者の低減に力を注ぐ必要がある。 

 

【今後の改善方策】 

「①就職の向上が図られているか」については、早期化する就職活動への対応が重要となるため、  

今後も適切な時期に情報提供や対策指導を実施し、就職活動の支援を心掛ける。 

「③退学率の低減が図られているか」については、学生の日々の様子を観察し状況に応じて早期に面

談等を実施していく。また、保護者等への連絡も密にして対応をしていく。 

なお、経済的理由による退学防止のために、高等教育修学支援新制度や日本学生支援機構の給付型

奨学金制度等の制度について周知徹底し、各制度の利用漏れがないようにする。 

 

【関係者評価】 

学生の満足度については「就職できるかどうか」であるため、就職内定率 100％というのは評価でき

る。地元就職志向の希望もあると思われるが、学生個々の状況を把握したうえでの指導を引き続きお

願いしたい。 

退学率の低減は、退学者が０名から１名でもあれば数値は悪くなるので、しっかり学生の状況の把

握し対応をして欲しい。 

 

 

５．学生支援 

【課題】 

学生支援に対しては、昨年度と同様「適切」「ほぼ適切」の評価であり、特に課題はない。 

「②学生相談に対する体制は整備されているか」「④学生の健康管理を担う組織体制はあるか」につい

ては、精神的な理由から登校できない学生が増加してきたとの指摘がある。 

「⑦保護者と適切に連携しているか」については、LINE において保護者等との連絡を試みているが、

学校へ対応を委ねる保護者等が増えているとの指摘があった。 

 

【今後の改善方策】 

「②学生相談に対する体制は整備されているか」「④学生の健康管理を担う組織体制はあるか」につ

いては、学園としても力を入れなければならないことである。一昨年より外部カウンセラーによる相

談が可能となっているため、学生や保護者等へカウンセリング制度の案内をしっかり行っていく。 

（岐阜校学生はオンラインによる対応となる） 

「⑦保護者と適切に連携しているか」については、LINE 等による連絡で済ますのではなく、電話によ



る説明や面談での対応も実施し、保護者等と綿密な情報共有を図っていく。 

 

【関係者評価】 

精神的な面で相談を必要とする学生に対しては、学生の立場等を理解したうえで対応をして欲しい。

また、スクールカウンセリングをうまく活用し学生のフォローをして欲しい。 

 

 

６．教育環境 

【課題】 

教育環境については、「適切」「ほぼ適切」となっているが、一部に「やや不適切」の評価がある。 

「①施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか」については、設備機

器等の見直しの指摘である。 

「②学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備している

か」については、学内における実習環境や運営に関する指摘であった。 

 

【今後の改善方策】 

「①施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか」「②学内外の実習施

設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか」については、新学

科スタートに向け実習室の整備及び情報機器等の購入を行った。今後も、将来的な運用を見込んだ設

備等の整備を計画的に実施する。 

インターンシップ研修については、コロナウイルス感染症対策の緩和に伴い、今後はできる限り実

施をする。 

 

【関係者評価】 

学生満足度の要因のひとつは、設備等の学習環境に関することであるため、必要に応じて迅速な対

応をお願いしたい。 

 

 

７．学生の受入れ募集 

【課題】 

学生の受入れ募集については、「適切」「ほぼ適切」である。 

「①学生の募集活動は、適性に行われているか」については、タイムリーな情報提供ができず、学校

説明会に参加する高校生等が減少してしまったことによる指摘である。 

 

【今後の改善方策】 

「①学生の募集活動は、適性に行われているか」については、高校訪問等により高校とのつながり

を密にして学校のＰＲをしっかり行う。また、インスタグラムによる情報の発信を積極的に行い学校

の雰囲気等の情報提供を行う。 



 

【関係者評価】 

職員が積極的に募集活動に携わっており評価できる。１８歳人口の減少等により昨年度以上に募集

活動は難しくなると思われるが、大原の対応力に期待したい。 

 

 

８．財務 

【課題】 

財務については、「適切」の評価であり課題はない。 

学校の財務基盤の安定を図るため、一定数の入学者を確保することが今後の継続課題である。 

 

【今後の改善方策】 

財務基盤の安定を図るためは、安定的な入学者の確保が必要である。入学希望者に対しては資格取

得・就職等の実績が魅力ある学校として重要な項目となるので、今後もＰＲできる実績を意識し募集

強化に努める。 

また、全教職員が収入面だけでなく、コスト削減の意識を持ち経費削減に継続して取り組む。 

 

【関係者評価】 

財務については、特に問題はない。 

 

 

９．法令等の遵守 

【課題】 

法令等の遵守については、「適切」「ほぼ適切」となっており、課題はない。 

 

【今後の改善方策】 

学校教育や情報公開のためにＳＮＳを活用しているため、アカウント情報などの適切な管理を心掛

け個人情報の取扱いやコンプライアンスに十分注意するよう継続して努める。 

 

【関係者評価】 

個人情報の管理等の取り扱いには、引き続き規則遵守でお願いしたい。 

また、ＳＮＳ等については、様々なトラブルもあるため学生に向けても十分な注意をお願いしたい。 

 

１０．社会貢献・地域貢献 

【課題】 

社会貢献・地域貢献については、「適切」「ほぼ適切」となっており、課題はない。 

「②学生のボランティア活動を奨励、支援しているか」については、学生の積極的な参加への対応に

関する指摘があった。 



 

【今後の改善方策】 

ボランティア活動については、「ぎふ清流マラソン」・「地域清掃」・「ＦＣ岐阜」・「献血への協力」な

どに取り組んでいるが、さらに学生の興味を示すような支援を行う。 

また、学生が参加しやすいように、参加日程等については学生自身に任せて無理のないように実施

していく。 

今後のボランティア活動については、協調性・コミュニケーション能力の向上につながるため、学

生自らが進んで参加できるよう啓蒙も必要である。 

 

【関係者評価】 

ボランティア活動については、実社会に対する理解を深める効果や学生能力の向上にも繋がるので、

無理のない範囲で行って欲しい。 

 

 

学校関係者評価委員会 

役職 氏  名 現 職 

委員長 鈴村 慎吾 元 岐阜城北高等学校 教頭 

委員 浅野 直也 株式会社 ダックアサノ  代表取締役社長 

委員 安田 洋一 共立コンピューターサービス株式会社 執行役員部長 

委員 塚原 政史 税理士法人タックス＆マネジメント  税理士 

委員 福田 裕介 松波総合病院 総務部総務課 主任 

 


